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2021
12月

後期高齢者医療のお知らせ

令和4年度 保育所入所の手続きについて

後期高齢者健康診査
　後期高齢者医療制度の加入者は、年に 1回、無料で健康診査を受けることができます。対象者には
役場から問診票を 6月下旬に送っていますので、期間内に被保険者証と問診票を持参し各医療機関で
受診してください。健康管理のため、年１回は健診を受けましょう。なお、問診票を紛失した人は再
発行しますので、福祉保健課へご連絡ください。
　
　期間／ 1月末まで
　場所／綾立元診療所、たまきクリニック、結い診療所

■問い合わせ先／保健推進係　☎７７－１１１４

　令和 4年度（令和 4年 4月 1日～同 5年 3月 31日）に保育所への入所を希望する児童の保護者
は、次の事項を確認のうえ、申し込みの手続きをしてください。
　
入所の条件
　次のいずれかの事情で家庭での保育ができない場合に入所できます。
　①　仕事をしている
　②　出産予定日前の８週前または産後の８週以内である
　③　疾病もしくは負傷している。または身体に障がいがある
　④　長期にわたり病気・障がい者の介護をしている
　⑤　その他の理由により家庭内保育ができない
申込書について
　申込書の様式は、12 月 1 日（水）から役場窓口で配布（綾町ホームページでもダウンロードでき　
　ます）。定員を超えた場合や就労の状況によっては、希望の保育施設に入所できない場合がありま　
　す。
　提出期限／ 1月 14日（金）
　提 出 先／福祉保健課　　※保育所では受付できません
募集保育所

同施設継続入所申込書について（令和 4 年 4 月 1 日以降も同じ保育施設に入所を申し込む場合）
　1月 7日（金）までに現在入所中の保育所にご提出ください。

　■問い合わせ先／福祉・児童家庭係　☎７７－１１１４

区　分 保育所 定　員 対　象

町　立
南俣保育所 72 人 10 カ月児以上

中坪保育所 72 人 6 カ月児以上

私　立 綾保育園 90 人 3 カ月児以上
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違いを認め合い尊重できる社会へ
12 月 4 日～ 10 日は人権週間です
　法務省および全国人権擁護委員連合会は、世界人権宣言が第 3回国
際連合総会で採択された昭和 23年 12月 10日（人権デー）を記念し、
毎年 12月 4日～ 10日までの 1週間を「人権週間」と定め、全国各地
で人権尊重思想の普及高揚を図るための各種啓発活動を行っています。
　綾町でも次の活動を行います。人権を尊重し、みんなで幸せに生きる
地域社会を目指しましょう。

特設人権相談（人権・なやみごと相談）
　人権問題で困っている人や心配ごとがある人は、遠慮なくご相談く
ださい。相談は無料で、秘密は固く守られます。電話相談も行っていま
すので、気軽にご利用ください。

　日　　時／ 12月 10日（金）午前 10時～午後 3時
　　　　　　（相談時間は 1組あたり 30分以内）
　場　　所／綾町公民館
　相 談 員／綾町人権擁護委員　谷口秀典、国富町人権擁護委員
　電話相談／ 090-3732-1569（同日の午前 10時～午後 3時）

人権啓発街頭キャンペーン
　綾町人権擁護委員などによる街頭啓発キャンペーンを行います。記念品もありますので、ぜひお立
ち寄りください。なお、新型コロナウイルスの感染状況により中止する場合がありますことをご了承
ください。

　日　　時／ 12月 10日（金）　午後 3時 30分～
　場　　所／マックスバリュ綾店

■問い合わせ先／町民係　☎７７－３４６６

　人権擁護委員は、市区町村長から推薦され、法務大臣が委嘱した民間の人たちです。綾町では 2人

の人権擁護委員が、各地区での身近な相談相手として、自宅や法務局、綾町での特設相談所などで住

民の皆さんからの人権相談に応じています。

　また、住民の人権が侵害されないように、地域の中で人権尊重の思いやりの心を広めるための啓発

活動も行っています。

　宮崎人権擁護委員協議会と宮崎地方法務局は、いじめやセクシャルハラスメント（性的嫌がらせ）、

高齢者や障がいがある人への人権問題などについて、学校・各施設・自治公民館などの団体に出向い

て無料で人権教室を行っていますので、気軽にお問い合わせください。

●相談窓口（みんなの人権110番）　☎0570‐003-110　（子どもの人権110番）　☎0120-007-110

　　　　　（女性の人権ホットライン）　 ☎0570-070-810

　※インターネット人権相談もあります（右のQRコードからアクセス）

人権擁護委員をご存じですか？
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年末年始のごみ・資源物の収集、開場日のお知らせ

安全で安心なまちづくり推進大会で表彰

エコクリーンプラザみやざきの年末年始の開場日
　年末のごみの受け入れは、上の表の通り 12月 30日（木）の午後 4時 30分までです。年始は 1月
4日（火）から開場します。なお、農業用の機具・用具・薬品などは受け付けられませんので、販売
店にご相談ください。

■問い合わせ先／生活環境係　☎７７－３４６５

エコクリーンプラザみやざき　☎３０－６５１１

　東諸・高岡地区の第 26回安全で安心なまちづくり推進大会（東諸県地区防犯協会主催）は、10月
20日に国富町の交流プラザで開催され、表彰や高岡警察署管内の犯罪情勢についての講話などがあり
ました。
　綾町では次の皆さんが表彰されましたので紹介します（敬称略）。

県防犯協会連合会・県警察本部　防犯功労者
　坂田正夫（南麓）／綾町地域安全パトロール隊副隊長として長年、見守り活動に従事
　小森泰郎（ 麓 ）／警友会高岡支部長として会員と共に見守り活動に従事
　　　　　　　　　　自家用車を青パト（青色回転灯装備車）として登録し
　　　　　　　　　　子どもの見守り活動も実施

東諸県地区防犯協会　企業表彰
東諸県地区防犯協会および東諸・高岡地区事業所責任者暴力団等追放協議会の発足以来、安全で安
心なまちづくり活動を支援した功績によるもの／綾町農業協同組合、綾町商工会、宮崎銀行綾支店

東諸県地区防犯協会　防犯功労者
　黒井隆司（ 麓 ）／多年にわたり綾町で青パトによる地域・子どもの見守り活動に従事

※そのほか、県立本庄高校生徒会が多年にわたり学校周辺の通学路などの環境美化活動を行っている
ことに対して東諸県地区防犯協会の防犯功労団体として表彰されました

■問い合わせ先／危機管理係　☎７７－１１１２

収集・施設業務

12 月 1 月

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

ごみ・資源物収集 × × 〇 〇 × × × × × × 〇

生ごみ収集 ○ × ○ ○ × × 〇 × × × ○

堆肥工場 ○ × ○ ○ × × 〇 × × × ○

エコクリーンプラザ
みやざき ○ × ○ ○ ○ 〇 × × × × ○

※堆肥工場の開場時間／午前 9 時～午後 4 時
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マイナンバーカードの申請はお早めに
　マイナンバーカード（個人番号カード）の申請に関するお問い合わせが急増して
います。マイナンバーカードは個人番号が記載された顔写真付きのカードです。本
人確認のための身分証明書として利用できるほか、e-Tax などの電子証明書を利用
した電子申請などさまざまなサービスに使うことができます。
　マイナンバーカードは申請から交付まで１カ月程度かかります。交付を希望する
場合は、早めの申請をお願いします。申請書を紛失した場合は役場で再発行できま
す。なお、綾町では住民票などのコンビニ交付サービスは行っておりませんので、ご了承ください。

マイナンバーカードの申請方法
　事前に送られた交付申請書のほか、スマートフォンやパソコン、証明写真機からも申請できます。い
ずれも顔写真の撮影が必要です。

マイナンバーカードの受け取り
　電話で予約したうえで、役場窓口までお越しください。
　1月～ 2月は週に 1度、マイナンバーカードの時間外交付 ( 午後 5時 15分～ 6時 30分 ) を行う
予定です。詳しい日程などについては1月号に掲載します。仕事の都合などで日中の受け取りが難し
い場合は、ぜひこの機会をご活用ください。

　マイナンバーカードの申請方法や活用方法など詳しい情報は、総務省のマイナンバー
カード総合サイトをご覧ください。右のＱＲコードからアクセスできます。

■問い合わせ先／町民係　☎ ７７－３４６６

　スマートフォンで所得税の確定申告書を作成し、e-Tax で送信（提出）することができます。
　給与所得や年金収入、副業などの雑所得のほか、上場株式などの譲渡所得・配当所得などがあり、特
定口座年間取引報告書をお持ちの場合は、スマートフォンの専用画面が利用できます。また、スマー
トフォンの専用画面でカメラ機能を使って給与の源泉徴収票を撮影すると、金額や支払者情報などが
自動入力され、簡易に e-Tax で申告することができます。

スマートフォンから e-Tax で申告する方法
　次のいずれかの方法をお選びください。詳しくは、国税庁ホームページ（https://
www.nta.go.jp/）で紹介されています。

　①マイナンバーカード方式
「マイナンバーカード」と「マイナンバー読み取り機能を搭載したスマートフォン」を持っている
場合は、マイナンバーカードの電子証明書を読み取って、スマートフォンの専用画面から e-Tax
で送信できます。

　②ＩＤ・パスワード方式
事前に税務署で、職員と対面による本人確認を行った後に発行される「ＩＤとパスワード」があ
れば、スマートフォンの専用画面から e-Tax で送信できます。

■問い合わせ先／宮崎税務署　☎２９－２１５１（自動音声案内）

スマートフォンでいつでもどこでも確定申告
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地域包括支援センター ☎77-3141

　認知症サポーター養成講座は、キャラバン・メイ

トが自治公民館や事業所、団体などへ出向き開催し

ています。これまで、高齢者や小中学生だけでなく、

近い将来に家族の介護をする可能性がある世代の人

たちも受講されています。

　認知症について正しく学び、認知症の人もそうで

ない人も安心して笑顔で暮らせる地域にしていきま

しょう。講座の受講については、綾町地域包括支援

センターへお問い合わせください。

開催申込方法
■対象／自治公民館などの地域住民の集まり、事業

所、生徒や保護者向け学習会など10人以上

のグループ

■所要時間／ 1時間 30 分

■内容／認知症の症状の解説、早期発見と治療・予

防・対応の仕方など

■受講料／無料

　「一笑一若一怒一老」という言葉を知っています

か？「いっしょういちじゃくいちどいちろう」と読

みます。笑うことで若返り、怒ることで歳を取ると

いう意味の言葉です。

　声を出して笑うことは認知症予防やさまざまな心

身の健康につながります。みんなで楽しく笑いあい

ながらレクリエーションや園芸をして楽しい時間を

過ごしませんか？

　笑えば若返り！参加は無料です。内容など詳しく

は地域包括支援センターへお問い合わせください。

■開催日／毎月第2・4月曜日の午後1時30分～3時

　　　　　（12月は 13 日のみ開催）

■会場／健康センター

■持参するもの／飲み物、上履き

　地域包括支援センターでは、高齢者の健康や福祉・

医療、生活に関することや、どこに相談すればよい

かわからないなどの悩みなどにも応じています。ひ

とりで悩まず気軽にご相談ください。相談は電話で

も面談形式でも可能です。

小・中学生 204 人が受講

　10月 28日、11月 4日、11日に綾小学校 3年生、

綾中学校 1、3年生 204人を対象に、認知症サポー

ター養成講座を開講しました。キャラバン・メイトの

皆さんが講師となり、講話や寸劇を通じて認知症の

人との接し方やその家族の気持ちについて学び、ク

イズやグループワークを通じて理解を深めました。

　中学校の声掛け訓練では、町内の認知症サポー

ターの皆さんが認知症の高齢者役を演じ、生徒たち

と共に実践的な声かけや接し方を学習し、生徒の皆

さんからは「あたたかく見守れる思いやりのある町

にしたい」「困っている高齢者に優しく声をかけた

い」などの感想が挙げられました。これから、皆で

支えあえるまちづくりが進んでいくことが期待され

ます。

　次回は 12月 9日（木）に綾中学校 2年生を対象

に開講する計画です。

ありがとうございました
講師を務めたキャラバン・メイトの皆さん
　福島さん、原口さん、古賀さん（ケアプランぬくもり）

　姫松さん（ケアプランやすらぎ）

　髙砂さん、黒田さん、重山さん、有山さん（綾慶明　

　会在宅介護支援センター）

　松原さん（やすらぎの杜）

　平田さん、山内さん、永野さん（やすらぎの里）

　川崎さん、田中さん（グループホームコスモス苑）

　井上さん、福島さん、横山さん、福盛さん、藤竹さん　

　（綾町社会福祉協議会）

　伊藤さん（さくら苑）、佐々木さん（中堂）

認知症高齢者役を演じた認知症サポーターの皆さん
　金切さん、同免木さん、柳田さん、谷口さん、柿内さん、

　上水流さん、中村さん、晋さん、伊藤さん、山下さん、

　岡元さん、長峰さん、田村さん、黒江さん、美里さん

認知症サポーター養成講座 受講しませんか

「笑おう会」を開催しています

ひとりで悩んでいませんか？
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　12月17日（金）12:00～12:45
倉輪地区
　12月17日（金）13:00～13:45

　12 月末が期限となっています。希望者はかかり

つけ医にご相談ください。予防接種を受ける場合は、

保険証と健康手帳をご持参ください。

■対象／① 65歳以上

② 60～ 65 歳未満で、心臓・腎臓または呼

吸器の機能に自己の身辺の日常生活活

動が極度に制限される程度の障がいを

有する人およびヒト免疫不全ウイルス

により免役の機能に日常生活がほとん

ど不可能な程度の障がいを有する人（お

おむね身体障害者手帳 1級に相当）

■接種期間／ 12月 31 日（金）まで

■料金／ 1,200 円

　発熱や倦怠感など風邪のような症状がある場合は、

まずかかりつけ医に電話でご相談ください。

　また、感染の疑いがある場合は家庭での感染対策

が必要です。個室で過ごす、家族とは別に食事をと

る、タオルや食器を共有しないなどの工夫をお願い

します。

　

受診や相談する医療機関に迷う場合
　新型コロナウイルス感染症受診・相談センター

　☎78-5670　FAX44-2616（365日 24時間対応）

　感染症対策のため予約制で行

います。各相談・離乳食教室の

参加希望者は事前に電話でお申

し込みください。

乳児相談
（おっぱい・育児相談）
■日時／ 12月 2日（木）午後 1時 15 分～

■対象／乳児と母親

※乳児相談の希望者はバスタオルを、おっぱい相

談の希望者はタオルを持参のこと

１歳 6 カ月児健康診査
■日時／ 12月 10 日（金）

■対象／令和 2年 3、4、5月生まれ

　　　　および未受診者

幼児歯科健診
■日時／ 12月 13 日（月）午後 1時～

■対象／平成 30年 10、11 月、31 年 4月、

　　　　令和元年 5、10、11 月、2年 10、11 月生

離乳食教室①（4 カ月児）
■日時／ 12月 16 日（木）午後 1時～

おっぱい相談
■日時／ 12月 16 日（木）午後 1時 30 分～

　※希望者はバスタオルとタオルを持参のこと

　各自治公民館で午前 9時 30 分から行います。
※四枝地区のみ午後 1時 30 分から

子育てに関する相談など 高齢者インフルエンザ予防接種

お達者クラブ

新型コロナウイルス感染症の相談

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

2日（木） 上畑 14日（火） 南麓

3日（金） 古屋 15日（水） 揚町

6日（月） 宮原 16日（木） 麓

7日（火） 中堂 17日（金） 東中坪

8日（水） 尾立 20日（月） 宮谷

9日（木） 倉輪 21日（火） 四枝

10日（金） 北麓 23日（木） 西中坪

13日（月） 立町

■問い合わせ先／綾町社会福祉協議会　☎ 77-3099

　流行の時期となりました。インフルエンザの

症状は新型コロナウイルス感染症の初期症状と

似ています。急な発熱やせき、のどの痛みなど

がある場合は、かかりつけ医に電話をして受診

しましょう。

・・外出時は人ごみを避けマスクを着用する
・・帰宅時には手洗い、うがいを徹底する

インフルエンザに注意！
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子育て支援センター ☎77-1154

  1 日（水）　わくわく広場　
■時間／午前 10時～ 11 時 30 分

■場所／てるは図書館

■内容／図書館へ行こう！！

館内見学のほか、読み聞かせやおすすめ絵本の紹

介などがあります。図書館はとてもすてきな場所

ですよ。赤ちゃん連れでも遠慮なくご参加くださ

い。午前 10時に現地集合です。

　

  8 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 10時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／年賀状作り

大好きなあの人へ、子どもたちからすてきな年賀

状を送りましょう。必要枚数をお持ちください。寅

年のかわいいデザインを考えます。

15 日（水）　誕生会
■時間／午前 10時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 12月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

22 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 10時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／クリスマス会

今年もサンタさん来てくれるかな？皆で一緒に楽

しみましょう。プレゼントもありますよ。

　子どもはぼうこうが

小さいうえに、尿量を調

節する抗利尿ホルモン

の分泌が不安定です。そ

のため、夜間、無意識の

うちにぼうこうに入る以上の量の尿が作られてあふ

れてしまうことがあります。これがおねしょです。

7歳くらいまでのおねしょは、あまり心配しなくて

も大丈夫。大人が心配しすぎて、子どもにストレス

を与えないよう気をつけましょう。

子育て支援センター（☎ 77-1154）
　経験豊富なスタッフが常駐し、親子遊びや誕生会、

講演会などの楽しい催しを行っています。また、一

時預かり保育（10カ月～）や子育てに関する相談も

随時受け付けていますので、気軽にご利用ください。

［一時預かり保育］

■利用時間／祝日を除く月～土曜日の午前 8時 30

　　　　　　分～午後 5時 15 分

　　　　　　※上記時間以外はご相談ください

■利用料金／半日 500 円（おやつ 1回）

　　　　　　1日 1,000 円（副食・おやつ 2回）

1２月の行事 おねしょ　心配しすぎないで　

ご利用ください！

今月のPHOTO

親子教室コアラ「なかよし運動会」

お誕生おめでとう
10月1日～31日に受付のあったお子さんです

川崎 花音 ちゃん［女］ R3.10.2 生
（かわさき かのん） 保護者：文男さん ［尾立］

黒木 奏衣 ちゃん［男］ R3.10.3 生
（くろぎ かい） 保護者：大和さん ［麓］

松下 海音 ちゃん［男］ R3.10.3 生
（まつした かいと） 保護者：浩さん ［四枝］

甲斐 常晃 ちゃん［男］ R3.10.7 生
（かい ときてる） 保護者：太さん ［西中坪］
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綾てるは図書館 ☎77-0180

　「リサイクル市」以外は申し込みが必要です。11

月 28 日（日）までに電話またはカウンターでお申

し込みください。

リサイクル市
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

楽しいおはなし会
■講師／絵本作家・よしながこうたく　さん

■時間／午後 1時～ 2時 30 分

読み聞かせと二胡演奏のコラボ
■時間／午後 2時 40 分～ 3時 40 分

　綾立元診療所院長の立

元祐保さんから、たくさ

んの子どもたちが本に親

しめるようにと図書が寄

贈されました。

　絵本 5 冊、児童書 48

冊、児童文学 14冊、一般書 7冊、紙芝居 6冊、エ

プロンシアター2点、パネルシアター5点の合計87

冊です。皆さん、ぜひご利用ください！

福袋
　お正月や干支にちなんだ絵本、お

ススメの小説を子ども向け・大人向

けの福袋にします。今回もおみく

じ付きでご用意しています。1月5

日（水）から貸出開始です。

新型コロナウイルスの感染状況により催しは中止に
なることがありますのでご了承ください。中止など
の情報はホームページで随時お知らせします。
ＵＲＬ　　http://www.aya-lib.jp

12月4日（土）は図書館まつり！ 本が寄贈されました

1月のイベント

おすすめの本

[ 一般書 ]
〇世にも奇妙な博物館
〇世界一やさしい「やりたいこと」の見つけ方
〇食べられる草ハンドブック
〇腸活オートミールレシピ
〇海をわたった母子手帳
〇絵本のいま 絵本作家 2021-22
〇シルバー川柳 みやぎシルバーネット　編
〇残響 伊兼 源太郎　著
〇霧をはらう  雫井 脩介　著
〇九十八歳。戦いやまず日は暮れず 佐藤 愛子　著

[ 児童書 ]
〇ミライを生きる君たちへの特別授業
〇捨てないパン屋の挑戦
〇岬のマヨイガ  柏葉 幸子　著
〇ラストで君は「まさか !」と言う PHP 研究所　編
〇いただきまーす

※ほかにもたくさんの本が入っています

  6日（月）、13日（月）
20日（月）
27日（月）～31日（金）

12月の休館日

おはなし会　
■日時／11日（土）、18日（土）、25日（土）

　　　　午後2時～2時 30分

年始は1月 4日（火）まで休館
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くらしの情報［ 12 月 ］
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ

地
域
の
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す

る
た
め
綾
町
応
援
消
費
活
性
化
商

品
券
を
す
べ
て
の
町
民
に
郵
送
し

ま
す
。

◎
金
額
／
１
人
当
た
り
４
千
円

◎
郵
送
時
期
／
12
月
初
旬
～
中
旬

◎
使
用
期
限
／
令
和
４
年
２
月
28

日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

商
工
観
光
係
☎
77
‐
３
４
６
４

　

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

で
す
。
暖
房
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ

れ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
感
染
症

予
防
に
努
め
な
が
ら
、
家
庭
や
事

業
所
な
ど
で
環
境
に
や
さ
し
い
暮

ら
し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
冬
の
省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
例
／

・・
暖
房
時
の
室
温
は
20
度
を
目
安

に
・・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
必
要
な
部

分
だ
け
温
め
、
設
定
温
度
は
強

か
ら
中
に

・・
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
長
時
間
の

保
温
を
や
め
る

（
環
境
省
）

　

綾
町
お
で
か
け
バ
ス
カ
（
１
０

０
円
バ
ス
専
用
カ
ー
ド
）
の
特
設

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
（
町
内
在
住
の
75
歳
以
上
）
に

は
事
前
に
資
格
証
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
こ
の
機
会
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
受
付
日
時
／
11
月
29
日
（
月
）、

１
月
11
日
（
火
）
の
午
前
９
時

30
分
～
正
午

◎
場
所
／
宮
交
バ
ス
綾
待
合
所

※
右
の
日
時
以
外
は
宮
崎
駅
・
宮

交
シ
テ
ィ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。今
回
、新
た

に
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
が
あ
っ
た

土
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

農
地
を
購
入
す
る
場
合
に
は
譲
り

受
け
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
12
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
各

地
区
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
あ
っ
せ
ん
す
る
農
地
／

・・
田
22
ア
ー
ル
（
上
畑
）

・・
畑
66
ア
ー
ル
（
杢
道
）

・・
果
樹
園
74
ア
ー
ル
（
割
付
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
12
月
21
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

世
帯
の
人
は
、
保
険
料
が
全
額
免

除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
の
人
で
一
定
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
場
合
は
、
保
険
料

の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
は
、
令
和
２
年
分

の
所
得
状
況
が
分
か
る
も
の
、
令

和
３
年
１
月
１
日
か
ら
申
請
日
前

日
ま
で
の
収
入
が
分
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
業
の
廃
止

ま
た
は
失
業
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

保
健
推
進
係
☎
77
‐
１
１
１
４

　

町
内
で
収
集
し
た
生
ご
み
と
牛

ふ
ん
か
ら
作
っ
た
良
質
の
完
熟
堆

肥
を
値
下
げ
し
ま
し
た
。
量
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
お
求

め
く
だ
さ
い
。

◎
価
格
／
袋
詰
め
１
つ（
約
10
㎏
）

２
０
０
円
、バ
ケ
ッ
ト
１
杯（
約

４
０
０
㎏
）
１
千
円

※
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
が
約

４
０
０
㎏
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

農
地
の
あ
っ
せ
ん

水
質
検
査

生
ご
み
堆
肥
の
値
下
げ
販
売

お
知
ら
せ

１
０
０
円
バ
ス
カ
ー
ド

特
設
交
付
手
続
き

商
品
券
を
郵
送
し
ま
す

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料
の
減
免

令和3年1月～9月
綾町は交通事故ワースト１

　今年1月～9月までに交通事故を
起こした当事者の数は、人口1万人
当たり49.64人と県内で綾町が最も
多くなっています。特に昼間、町外
の道路で車両同士の追突や出合い頭
・右折左折時の接触などの事故が多いのが特徴です。
　どんなに道路や信号機を整備しても、どんなに罰則を
強化しても、交通事故はドライバーのちょっとした油断
や気の緩みで発生してしまいます。だからこそ、ドライ
バーは緊張感を持って運転することが求められます。
　町としても引き続き交通事故防止対策を行っていきま
すので、交通事故の加害者・被害者をひとりでも減らす
ことができるよう、皆で力を合わせて取り組んでいきま
しょう。

［問］危機管理係　☎ 77-1112

12広報あや



１
台
分
が
約
１
２
０
０
㎏

◎
販
売
場
所
／
袋
詰
め
は
有
機
農

業
開
発
セ
ン
タ
ー
、
バ
ケ
ッ
ト
は

生
ご
み
堆
肥
工
場
（
尾
立
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
林
振
興
課
☎
77
‐
０
１
０
０

　

民
事
調
停
と
は
、
金
銭
の
貸
し

借
り
や
賃
金
の
未
払
い
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
紛
争
の
解

決
を
図
る
手
続
き
で
す
。
手
続
き

が
簡
単
で
、
裁
判
に
比
べ
て
手
数

料
が
低
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
特

徴
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
簡
易
裁
判
所

☎
68
‐
５
１
５
３

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
林

業
界
で
働
く
人
の
た
め
に
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
け

金
の
一
部
は
国
に
よ
り
免
除
さ
れ

る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　

毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。

食
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
食
に

関
す
る
知
識
と
、
食
を
選
択
す
る

力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を

育
て
る
こ
と
が
「
食
育
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

食
育
の
日
を
、
健
康
的
な
食
習

慣
を
身
に
付
け
る
た
め
に
自
分
や

家
族
の
食
事
を
見
直
し
た
り
、
食

べ
残
し
や
廃
棄
な
ど
の
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
努
力
を
し
た
り
す
る
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
有
機
農
業
振
興
係
）

　
「
つ
な
が
り
さ
さ
え
あ
う　

み

ん
な
の
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
12
月
１
日
～
31
日
の
期

間
中
、
全
国
一
斉
に
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

綾
町
で
も
募
金
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
は
80
万
円
を
超
え
る

募
金
が
あ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
福
祉
施
設
の
入
所
者
へ

の
慰
問
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
共
同
募
金
委
員
会

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
77
‐
３
０
６
６

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
商
店
や
農
業
・
漁
業
・

不
動
産
業
・
工
場
な
ど
を
営
ん
で

い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

所
有
し
て
い
る
構
築
物
や
機
械
・

工
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
の
こ
と

で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所

有
状
況
を
、
そ
の
資
産
が
存
ず
る

市
町
村
に
対
し
て
、
１
月
31
日
ま

で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）。

償
却
資
産
の
具
体
例

・・
構
築
物
／
駐
車
場
舗
装
、
フ
ェ

ン
ス
、
内
装
お
よ
び
内
装
工
事
、

ネ
オ
ン
、
門
な
ど

・・
機
械
お
よ
び
装
置
／
各
種
製
造

機
械
、
各
種
産
業
用
機
械
お
よ

び
装
置
、太
陽
光
発
電
設
備（
事

業
の
用
に
供
す
る
も
の
・
10
㌔

㍗
以
上
で
全
量
売
電
の
も
の
）

な
ど

・・
船
舶
、
航
空
機
／
漁
船
、
ボ
ー

ト
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
ド
ロ
ー

ン
な
ど

・・
車
両
お
よ
び
運
搬
具
／
大
型
特

殊
自
動
車
（
ホ
イ
ー
ル
ク
レ
ー

ン
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
）

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対

象
と
な
る
も
の
を
除
く

・・
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品
／
事

務
用
機
器（
パ
ソ
コ
ン
、コ
ピ
ー

機
な
ど
）、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

税
務
係
☎
77
‐
１
１
１
３

　

献
血
は
、
病
気
の
治
療
や
手
術

な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る

人
た
ち
の
命
を
救
う
た
め
に
、
健

康
な
人
が
自
ら
の
血
液
を
無
償
で

提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

宮
崎
県
内
の
献
血
ル
ー
ム
は
カ

リ
ー
ノ
宮
崎
内
に
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
場
所
／
カ
リ
ー
ノ
宮
崎
３
階

（
宮
崎
市
橘
通
東
４
丁
目
）

◎
受
付
時
間
／
成
分
献
血
は
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
お

よ
び
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30

分
、
４
０
０
㎖
献
血
は
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時
20
分
お
よ

び
午
後
２
時
30
分
～
５
時
20
分

※
１
月
１
日
～
２
日
以
外
は
無
休

■
問
い
合
わ
せ
先
／

献
血
ル
ー
ム
・
カ
リ
ー
ノ

☎
23
‐
０
０
０
７

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
「
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
制
度

や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」「
相
談

し
て
み
た
が
、
説
明
に
納
得
が
い

か
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
が
あ
る

場
合
は
行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
次
の
と
お
り
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
12
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館

◎
相
談
員
／
谷
口
俊
彦

※
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
宮
崎
（
☎
24
‐

１
１
０
０
）
で
も
相
談
を
受
け

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

行
政
相
談

19
日
は
食
育
の
日

くらしの情報［ 12 月 ］

民
事
調
停
制
度

償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

相　

談

お
願
い

林
退
共
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
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くらしの情報［ 12 月 ］

付
け
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
係
☎
77
‐
１
１
１
２

　
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
の
ア
イ
ヌ

の
皆
さ
ん
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

嫌
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

匿
名
可
。

◎
受
付
日
時
／
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～
１
月

３
日
を
除
く

■
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
７
７
１
２
０
８

　

宮
崎
中
小
企
業
労
働
相
談
所
で

は
、
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
電
話
メ
ー
ル
で
可
能
で
す
。

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
正
午
お
よ
び
午
後
１
時

～
５
時

■
相
談
先
／

専
用
電
話
☎
44
‐
２
６
１
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
o
y
o
ro
d
o
se
isa
k
u
@
p
re
f.

m
iyazaki.lg.jp

　

面
談
形
式
で
行
わ
れ
る
無
料
相

談
で
す
。

こ
こ
ろ
相
談

◎
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午

後
◎
相
談
員
／
女
性
の
臨
床
心
理
士

か
ら
だ
相
談

◎
日
程
／
７
月
、
９
月
、
11
月　

（
詳
細
は
要
問
い
合
わ
せ
）

◎
相
談
員
／
女
性
の
助
産
師

法
律
相
談

◎
日
時
／
毎
月
第
３
火
曜
日
の
午

後
◎
相
談
員
／
女
性
の
弁
護
士

※
セ
ン
タ
ー
に
は
総
合
相
談
や
働

き
方
相
談
の
窓
口
も
開
設
さ
れ

て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
60
‐
１
８
２
２

　

県
は
就
職
を
希
望
す
る
女
性
や

高
齢
者
と
、
人
材
を
求
め
る
授
業

の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
に

「
み
や
ざ
き
女
性
・
高
齢
者
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
人
材
バ
ン

ク
で
求
人
情
報
の
検
索
が
で
き
ま

す
。

◎
相
談
受
付
／
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
６
時
（
年
末
年
始
は
休

み
）

※
事
前
予
約
優
先

◎
相
談
場
所
／
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
ビ
ル

７
階
（
宮
崎
市
錦
町
）

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

み
や
ざ
き
女
性
・
高
齢
者
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
41
‐
８
６
５
０

　

令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
の
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
や
任
用
期
間
、
勤
務
時

間
、
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

（
１
月
上
旬
予
定
）。

◎
募
集
職
種
／
一
般
事
務
、
保
健

師
、
保
育
士
な
ど

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／

h
ttp
s
://w

w
w
.to
w
n
.a
y
a
.

m
iyazaki.jp

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
係
☎
77
‐
１
１
１
２

　

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の

里
の
パ
ー
ト
調
理
員
を
募
集
し
ま

す
。

◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
勤
務
日
数
／
月
15
日
以
内

◎
勤
務
時
間
／
６
時
間
勤
務
（
午

前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
）

※
早
番
・
遅
番
勤
務
あ
り

◎
給
与
／
時
給
８
３
０
円
（
早
番

手
当
、
夏
季
・
冬
季
期
末
手
当

あ
り
）

◎
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

〒
８
８
０
‐
１
３
０
３

綾
町
大
字
南
俣
６
１
５

☎
77
‐
３
０
６
６

　

町
内
の
企
業
や
官
公
庁
、
団
体

の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
町
の

躍
進
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
親
睦

交
流
を
図
り
ま
す
。
今
回
は
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を

縮
小
し
て
行
い
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
４
日
（
火
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

◎
場
所
／
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
町
公
民
館

講
座
で
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
指
導
を
行
う
講
師
を
募
集

し
ま
す
。
活
動
日
や
謝
礼
な
ど
詳

し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
の
人
か
ら
ふ
る
わ

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の

相
談
窓
口

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

専
門
相
談
窓
口

令
和
４
年
度
の

会
計
年
度
任
用
職
員（
求
人
）

生
涯
学
習
講
座
の

講
師
募
集

Ｄ
Ｖ
予
防
講
座
の

受
講
生
募
集

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

募　

集

女
性
と
高
齢
者
の
就
業
相
談

新
年
賀
詞
交
歓
会

調
理
員
募
集（
求
人
）
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れ
る
暴
力
の
こ
と
で
、殴
る
・
蹴
る

な
ど
の
身
体
的
暴
力
の
ほ
か
、
精

神
的
・
性
的
・
経
済
的
な
暴
力
な

ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
が
推
奨
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
Ｄ
Ｖ

被
害
の
相
談
件
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
Ｄ
Ｖ
の
見
抜
き
方
や
予
防
法

な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
参
加
無
料
。

◎
講
師
／
伊
田
広
之
さ
ん
（
Ｄ
Ｖ

加
害
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｎ
Ｏ

Ｖ
Ｏ
運
営
・
立
命
館
大
学
非
常

勤
講
師
）

◎
対
象
と
日
時
／

①
一
般
30
人　

12
月
３
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

②
高
校
生
・
大
学
生
・
保
護
者
・

教
員
20
人　

12
月
４
日
（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所
／
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

◎
申
込
方
法
／
参
加
希
望
日
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
申
込
先
／

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
７
５
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
60
‐
１
８
３
３

メ
ー
ル　

in
fo
@
m
d
an
jo
.o
r.jp

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
「
迷
惑
行
為
、

嫌
が
ら
せ
」
を
指
す
言
葉
で
、
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
個
人
の
尊
厳
や

人
格
を
不
当
に
傷
つ
け
る
な
ど
人

権
に
か
か
わ
る
許
さ
れ
な
い
行
為

で
す
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぎ
、
だ
れ

も
が
尊
重
し
合
い
な
が
ら
個
人
の

能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
無
意
識
の

言
動
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
ら
な

い
よ
う
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

◎
日
時
／
12
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所
／
宮
崎
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
（
宮
崎
市

宮
崎
駅
東
３
丁
目
）

◎
定
員
／
30
人

◎
受
講
料
／
無
料

◎
申
込
期
限
／
12
月
12
日
（
日
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
の
受
講
可

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
２
０
５
５

　

県
立
美
術
館
で
、
ク
イ
ズ
を
解

き
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
、

美
術
館
の
秘
密
を
探
っ
た
り
で
き

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
各
回
３
家
族
限
定
の

募
集
で
す
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
１
月
16
日
（
日
）、３
月

20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

２
時
15
分

※
定
員
に
な
り
次
第

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

県
立
美
術
館
☎
20
‐
３
３
２
８

（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

　

放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
10
～
90
代
の
約

９
万
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
約
３
０
０
の
授
業
科

目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
す
る
と
学

士
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
請

求
は
無
料
で
す
。

◎
出
願
期
間
／
第
１
回
は
２
月
28

日
（
月
）
ま
で
、
第
２
回
は
３

月
15
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
‐
53
‐
１
８
９
３

　

県
で
は
、
雇
用
環
境
が
厳
し
い

時
期
に
就
職
活
動
を
行
い
、
希
望

す
る
就
職
が
で
き
な
い
ま
ま
現
在

も
不
安
定
な
就
労
状
況
に
あ
る
就

職
氷
河
期
世
代
を
対
象
に
し
た
特

設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い

る
ほ
か
、
個
別
相
談
対
応
や
求
人

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
日
程
で
企
業
と
の
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
12
月
５
日
（
日
）、１
月

29
日
（
土
）
の
い
ず
れ
も
午
後

１
時
～
４
時

◎
場
所
／
Ｊ
Ａ
ア
ズ
ム
ホ
ー
ル

（
宮
崎
市
霧
島
１
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

宮
崎
県
就
職
氷
河
期
世
代
就
職
支

援
サ
イ
ト

h
ttp
s://m

iyazaki-h
yo
u
gaki.

jp　

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
花
壇

づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

移
植
ご
て
と
園
芸
用
手
袋
を
持
参

の
う
え
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
12
月
23
日
（
木
）
午
前

10
時
～
正
午

◎
場
所
／
綾
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ

ン
錦
原
（
馬
事
公
苑
南
西
）

※
馬
事
公
苑
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

管
理
係
☎
77
‐
３
４
６
７

面
談
形
式
の
各
種
相
談
や
講
座
・

催
し
物
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
延
期
・
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

み
ん
な
の
た
め
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー

県
立
美
術
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
ア
ー

就
職
氷
河
期
世
代
の

企
業
面
談
会

放
送
大
学
の
入
学
生
募
集

多
年
草
の
花
壇
づ
く
り
講
座

催
し
物

くらしの情報［ 12 月 ］
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一
般
寄
付寄付

者
／
物
品
（
地
区
名
）

松
元　

安
光
／
野
菜
（
中
堂
）

　

県
共
同
募
金
会
が
作
成

す
る
図
書
カ
ー
ド
・
ク
オ

カ
ー
ド
の
原
画
に
、
綾
中
学

校
3
年
の
坂
本
美
空
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た

＝
写
真
＝
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
募
金
に
参

加
す
る
こ
と
は
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
だ
と

考
え
、
思
い
や
り
の
心
が
あ
ふ
れ
る
様
子
を
表
現
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
の
売
上
金
の
一
部
は
、
共
同
募
金
へ
の
寄
付
金
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
共
同
募
金
委
員
会

☎
77
‐
３
０
６
６

一
般
寄
付寄付

者
／
物
品
（
地
区
名
）

㈱
綾
野
菜
加
工
館
／

　
　
　
　
　
　

金
一
封
（
揚
町
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

内
村　

和
弘
／
ミ
ネ
子
（
宮
原
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
10
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

赤
い
羽
根
図
書
カ
ー
ド
・
ク
オ
カ
ー
ド

綾
町
育
英
会

（
10
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

生
涯
学
習

「
短
歌
教
室
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

海
底
の
ご
と
き
ワ
ク
チ
ン
会
場
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
保
ち
流
さ
る

生
徒
と
み
な
一
日
だ
け
の
教
室
に
う
つ
む
き
寡

黙
免
許
更
新

福
重
い
く
子
さ
ん
（
割
付
）

池
田
壽
美
子
さ
ん
（
宮
原
）

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を
海
底
に
た
と
え
、
社
会
的
距
離
を
保
っ
た
ま
ま
、
結
句
の
言
葉
に
「
流
さ
る
」

を
選
ん
だ
こ
と
が
成
功
し
て
い
る
。
海
底
と
い
え
ば
、
太
陽
の
光
が
届
か
な
く
て
暗
く
て
静
か
。
会
場

で
は
椅
子
に
座
り
順
番
を
待
つ
あ
い
だ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
そ
の
距
離
を
せ
ば

め
な
い
で
移
動
を
誘
導
さ
れ
る
。
接
種
会
場
の
情
景
と
雰
囲
気
が
的
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

前
掲
の
作
品
と
同
じ
く
会
場
風
景
だ
が
、
こ
ち
ら
は
免
許
更
新
会
場
。
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に

は
事
前
に
認
知
症
検
査
と
高
齢
者
講
習
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
実
は
、筆
者
も
十
月
に
「
は
が
き
」

が
届
い
た
。
こ
ち
ら
は
「
合
否
判
定
」
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、心
は
穏
や
か
で
は
な
い
。「
う
つ
む
き

寡
黙
の
免
許
更
新
」
と
「
の
」
を
加
え
た
い
。
八
音
に
な
る
が
、
結
句
が
七
音
の
定
型
な
の
で
リ
ズ
ム

は
い
い
と
思
う
。
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　新型コロナウイルス感染症の拡大により第 41 回綾

の花火大会が延期となり、10 月 16 日に約 15 分間の

花火打ち上げが行われました。

　感染拡大防止のため、露店の出店や歩行者天国は実施

されませんでしたが、自宅や公園などで観覧する家族の

姿が見られ「花火に元

気をもらった」「早く元

の生活に戻りたい」な

どの声が上がっていま

した。

　長池ヒサさん（四枝）が 100 歳を迎え、籾田町長が

ミニデイサービス「みんなの楽
がっ

校
こう

リアン（前 北俣保育

所）」を訪問し祝い状と花束を贈呈しました。

　当日は利用者の皆さんが盛大にお祝いをしました。

　コーヒー好きという長池さんは、ご自宅に 4 世代が

集まって、楽しく過ご

すことも多いそうです。

これからもお体を大事

にして元気にお過ごし

ください。

　綾町消防団（瀬口通明団長）は 10 月 17 日、綾南川

三本松橋下流河川敷で秋期訓練を行いました。入団5年

未満の団員を中心に 61 人が参加し発水操作や模擬訓

練に汗を流しました。

　コロナ禍の影響で 2 年連続で夏期訓練・操法大会が

中止になったこともあ

り、団員は非常時に備

えるため、ひとつひと

つの動作を丁寧に確認

しながら一致団結して

訓練に取り組みました。

コロナ禍の収束願う花火

100歳おめでとうございます

消防団が秋期訓練を実施

　綾野菜加工館（税所篤三郎社長）から 10 月 25 日、

綾町に対し寄付がありました。寄付は平成 22 年から毎

年続けられており、今年で総額 240 万円に上ります。

　税所社長は「誘致企業として綾町に貢献したいという

思いで寄付を続けています。子どもたちのためにぜひ

活用してほしい」と話

されました。籾田町長

は「綾町の未来を担う

子どものために大切に

使います」と答えまし

た。

　綾小中学校コミュニティ・スクールは、学校と保護者、

地域住民が協働で子どもたちの豊かな成長を支える取

り組みです。

　今年度 2 回目の学校運営協議会は 10 月 20 日にあ

り、綾町の豊かな自然について学習しました。ユネスコ

エコパーク推進室の河野円樹主査から「綾町のまちづく

りや綾町生物多様性地域戦略は、国際社会で推進されて

いる SDGs（持続可能な開発目標）と重なるもので、皆

が目標達成を目指し努力することが大切」などの話があ

り、コミュニティ・スクールでも地元の豊かな自然を守

るとともに、子どもたちに地元への愛着が育まれるよう

な活動をしていくことを再確認しました。

　また、同 18 日には「はげまし隊」が中学 1 年生の数

学の学習支援を行いました。「そっと見守り、さりげな

く寄り添い、優しく励ます」ことを心がけながら隊員は

今後も活動を続けていきます。

綾野菜加工館が寄付

綾小中学校コミュニティ・スクール
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